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須釜中野球部が初優勝
6月24日石川町で開催された県南中体連総合体育大会で、須釜中学校

野球部 (主将国井正四君・部員27人)が見事優勝に輝き、県大会への出

場権を初めて獲得しました。

決勝戦では、西白河郡代表の白河二中と対戦し、粘り強い試合運びと

チームワークの良さで接戦の末、逆転勝ちで優勝旗を手にしたものです。

スタンドにはたくさんの父兄がつめかけ、球児たちの熱戦に声援を送

り、優勝が決まった瞬間、歓喜一色に。今月21日から始まる県大会での

選手みなさんの活躍と健闘を期待します。
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議
'
M
路
孝
る
対

鮎
S
T
e
a
法
盆
州
対
興
訴
晶
ま
と
ま
る

村
で
は
、
昨
年
二
月
に
全
戸
を
対

象
と
し
た
住
民
意
識
調
査
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
、
七
月
か
ら
八
月
に

か
け
て
地
区
座
談
会
(
十
二
地
区
)

を
開
催
す
る
な
ど
、
住
民
皆
さ
ん
の

意
見
・
要
望
を
お
き
き
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
も
と
に
原
案
を
作
成
し
、

五
回
に
わ
た
る
策
定
本
部
会
を
聞
い

て
討
議
し
た
の
ち
、
振
興
計
画
審
議

会
か
ら
一
二
回
の
審
議
を
受
け
、
三
月

に
塩
沢
直
利
会
長
か
ら
村
長
に
答
申

そ
し
て
、
五
月
に
招
集
さ
れ
た
臨

師
議
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
こ
と

i
ト
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

「
明
る
い
活
力
に
満
ち
た
飛
躍
す
る

N

た
ま
か
わ
む
ら
H

L

を
自
標
と
す
る
「
第
三
次
玉
川
村
振
興
計
画
」
が
こ
の
ほ
ど
ま
と

ま
り
、
二
十
一
世
紀
ヘ
向
け
た
村
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
今
月
か
ら
二
回
に
わ
た
っ
て
、
こ
の
概
要
を
み

な
さ
ん
に
紹
介
し
ま
す
。

川 11川

基幹産業として農業の振興も大きな柱のひとつ

定応

第
二
次
の
振
興
計
画
は
五
十
二
年

に
策
定
さ
れ
、
こ
れ
を
村
政
の
指
針

と
し
て
「
明
る
く
、
豊
か
な
、
魅
力

ぐ~ì

あ
る
玉
川
」
を
つ
く
る
た
め
、
諸
施

策
の
推
進
に
努
め
、
着
実
な
成
果
を

あ
げ
で
き
ま
し
た
。

こ
の
計
画
の
目
標
年
度
が
六
十
年

度
で
あ
り
、
計
画
期
間
が
終
了
す
る

こ
と
、
ま
た
、
福
島
空
港
・
工
業
団

地
・
郡
山
地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想

の
具
体
化
等
玉
川
村
を
と
り
ま
く
社

会
経
済
情
勢
が
、
大
き
く
変
化
し
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
二

十
一
世
紀
に
向
け
長
期
的
展
望
に
立

っ
た
、
新
し
い
時
代
に
適
応
す
る
計

画
の
策
定
が
必
要
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

3舌

く
り

標

村
民
の
連
帯
と
協
調
の
も
と
、
広

い
視
野
と
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
基
本
目
標
を
「
明
る
い
、
活
力

に
満
ち
た
、
飛
躍
す
る
山
た
ま
か
わ
む

ら
こ
を
つ
く
る
こ
と
に
お
き
ま
す
。

* 明

し、

村

る

村
民
ず
べ
て
が
、
健
康
で
ゆ
と
り

と
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
村
民
福

祉
の
向
上
と
医
療
の
充
実
を
図
り
、

さ
ら
に
道
路
交
通
網
の
拡
充
、
生

活
環
境
施
設
の
整
備
を
行
い
、
豊

か
な
人
間
性
を
育
む
環
境
づ
く
り

を
進
め
ま
す

D

*
活
力
に
満
ち
た
村

美
し
い
自
然
を
保
全
し
な
が
ら
、

秩
序
あ
る
土
地
利
用
を
計
画
し
て
、

農
林
業
・
工
業
・
商
業
が
一
体
と

な
っ
た
調
和
あ
る
発
展
を
図
る
と

と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
健
康
な
身
体

を
つ
く
り
、
村
民
み
ん
な
が
気
持

ち
よ
く
働
け
る
、
い
き
い
き
し
た

村
守
つ
く
り
を
進
め
ま
す
。

*
飛
躍
す
る
村

広
い
視
野
と
豊
か
な
心
を
持
っ
た

人
ゃ
つ
く
り
の
た
め
、
学
校
教
育
の

振
興
・
社
会
教
育
の
拡
充
に
努
め
、

さ
ら
に
、
村
民
の
活
力
を
生
か
し
た

村
づ
く
り
を
す
る
た
め
の
地
域
活

動
を
推
進
し
、
お
互
い
の
知
恵
と

汗
を
出
し
合
っ
て
、
明
日
に
向
か

っ
て
羽
ば
た
く
村
を
つ
く
り
ま
す
。

〈
人
口
・
世
帯
〉

東
北
縦
貫
自
動
車
道
、
東
北
新
幹
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人口・世帯数の推移

(国勢調査・普通世帯)
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全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
長
表
彰

矢
吹
幾
哉
さ
ん
が
受
賞

こ
の
度
、
矢
吹
幾
哉
さ
ん
(
小
高

字
御
城
・
医
師
)
が
長
年
に
わ
た
る

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活
動
さ
れ
た

功
績
に
よ
り
、
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

矢
吹
先
生
の
受
賞
を
心
か
ら
お
よ
ろ

こ
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
御

健
勝
で
ま
す
ま
す
の
御
活
躍
を
期
待 60 

線
及
び
昭
和
六
十
八
年
開
港
の
福
島

空
港
の
整
備
等
に
よ
り
立
体
的
な
高

速
交
通
体
系
が
確
立
さ
れ
ま
す
。
そ

の
優
位
な
地
理
的
条
件
を
生
か
し
、

定
住
環
境
の
整
備
充
実
、
臨
空
港
型

産
業
の
企
業
誘
致
や
各
種
三
次
産
業

の
立
地
に
よ
っ
て
人
口
の
増
加
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
的

要
因
を
ふ
ま
え
、
過
去
の
自
然
増
減

を
み
な
が
ら
昭
和
七
十
年
の
目
標
人

口
を
一

O
、
0
0
0人
と
し
、
世
帯

数
二
千
二
百
世
帯
に
想
定
し
ま
す
。

(
図
工
を
参
照
)

55 50 40 

〈
生
活
基
盤
の
整
備
〉

30 

本
村
は
四
、
六
六
二
鈴
の
面
積
で
、

そ
の
う
ち
農
業
的
土
地
利
用
(
田
畑
)

は
一
、
四
四
九
・
八
信
(
三
一
一
・
一

%
)
、
山
林
原
野
が
二
、
五
七
四
・
一

年

い
た
し
ま
す
。

ち

・

二

%

)

、

都

市

的

土

地

利
用
(
道
酪
・
宅
地
)
は
五
五
九
・

九
信
(
一
二
・

O
M
m
)
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
限
ら
れ
た
土
地
を
、
健
接
で

文
化
的
な
生
活
の
基
盤
と
豊
か
な
人

調
性
を
育
む
環
境
守
つ
く
り
を
す
る
た

め
、
次
の
よ
う
な
総
合
的
な
土
地
利

用
を
進
め
ま
す
。

①
適
切
な
土
地
利
用
計
画
の
策
定

②
都
市
的
機
能
を
持
っ
た
諸
施
設
の

整
備

③
農
用
地
の
確
保
と
生
産
基
盤
の
整

備
促
進

④
秩
序
あ
る
開
発
で
住
宅
及
び
工
場

用
地
の
確
保

〈
産
業
の
振
興
〉

近
年
、
第
二
次
、
二
次
産
業
へ

の
就
労
が
著
し
く
増
加
し
て
お
り
、

県
政
モ
ニ

生
産
所
得
に
お
い
て
も
第
二
次
産
業

が
大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福

島
空
港
に
よ
る
高
速
交
通
体
系
の
整

備
に
よ
っ
て
地
域
の
地
理
的
条
件
を

生
か
し
た
産
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

〈
住
民
福
祉
の
向
上
と

健
康
の
保
持
〉

健
康
で
ゆ
と
り
と
生
き
が
い
の
あ

る
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
地
域
ぐ
る

み
の
「
心
の
福
祉
」
の
確
立
と
、
健

康
の
保
持
増
進
の
た
め
の
体
制
ゃ
つ
く

り
と
そ
の
環
境
ゃ
つ
く
り
に
力
を
入
れ

ま
す
む〈

教
育
の
充
実
〉

な
人
間
性
と
国
際
化
社
会
に

対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し

*
 

タ

弓に

政

典

富穴

さ
ん

昭
和
六
十
一
年
度
の
県
政
モ
ニ
タ

ー
に
小
高
字
中
村
前
の
真
弓
政
典
さ

ん
(
臼
)
が
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

任
期
は
一
で
、
県
政
に
対
す
る

意
見
や
要
望
等
を
出
し
て
い
た
だ
い

た
り
、
モ
ニ
タ
ー
会
議
に
出
席
さ
れ

る
な
ど
村
民
の
代
弁
者
と
し
て
活
躍

さ
れ
ま
す
。

こ
の
県
政
モ
ニ
タ
ー
に
は
県
内
で

職
業
別
・
年
齢
別
に
よ
っ
て
百
二
十

五
人
が
選
ば
れ
、
真
弓
さ
ん
も
そ
の

中
の
一
人
と
し
て
、
県
政
に
参
加
す

る
わ
け
で
す
。

た
教
育
の
振
興
と
充
実
に
努
め
ま
す

D

〈
行
財
政
〉

村
民
の
ニ

i
ズ
を
的
確
に
判
断
し
、

村
民
の
意
見
を
反
映
で
き
る
広
報
、

広
聴
活
動
の
充
実
と
自
治
意
識
の
高

揚
を
図
る
た
め
の
施
策
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
限
ら
れ
た
財
源
で
計
器
的
、

効
率
的
な
行
財
政
運
嘗
に
努
め
ま
す
。

計
画
の
構
成

こ
の
計
画
は
、
基
本
構
想
・
基
本

計
画
・
実
施
計
画
か
ら
な
り
ま
す
。

基
本
構
想
は
、
十
年
後
の
本
村
の

あ
る
べ
き
姿
と
、
目
標
達
成
へ
の
施

策
の
大
綱
を
定
め
ま
す
。

基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
の
施
策

の
大
綱
に
基
づ
き
、
主
要
な
施
策
の

基
本
的
内
容
を
定
め
ま
す
。

実
施
計
画
は
、
基
本
計
画
に
定
め

ら
れ
た
施
策
に
つ
い
て
、
事
業
と
予

算
を
年
度
別
に
具
体
的
に
示
し
ま
す
。

計
画
の
期
間

基
本
構
想
は
、
六
十
一
年
震
か
ら

七
十
年
度
ま
で
の
十
年
間
、
基
本
計

画
は
、
六
十
一
年
度
か
ら
六
十
五
年

度
ま
で
の
五
年
間
で
、
実
施
計
画
に

つ
い
て
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化

と
動
向
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
三
年

間
の
ロ

i
リ
ン
グ
方
式
(
向
う
三
年

間
分
を
毎
年
策
定
す
る
)
で
、
六
十

二
年
度
か
ら
六
十
四
年
度
分
を
今
年

度
に
策
定
し
ま
す
。
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青
少
年
育
成
ア
ン
ケ
ー
ト
〈
保
護
者
編
〉

つ

教

先
月
は
児
童
・
生
徒
編
と
し
て
子
供
の
生
活
実
態
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。
今
月
は
小
・
中
学
生
の
子
供
を
持
つ
親
が
、
し
つ
け
や
教

育
問
題
な
ど
親
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
意

識
を
探
っ
た
も
の
で
す
。
回
答
者
は
、
村
内
の
小
・
中
学
生
を
持
つ

保
護
者
五
百
二
十
七
人
で
す
。
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ど
裸足で楽しい砂遊び(すがま幼稚園)

よリ一

B
J

J

二一一日

家

庭

生

活

か
な
り
さ
れ
て
い
る

親
同
士
の
話
し
合
い

マ
子
供
の
し
つ
け

親
同
士
で
子
供
の
し
つ
け
に
つ
い

て
日
話
し
合
い
を
す
る
か
は
、
「
よ
く

す
る
」
「
時
々
す
る
」
を
合
わ
せ
る

と
九
七
%
と
か
な
り
高
い
数
字
が
出

て
い
る
。
ま
た
、
父
親
と
母
親
と
の

意
見
の
く
い
違

い
は
約
七
割
が
経
験

し
て
い
る
。
そ
の
際
、
ど
ち
ら
の
意

見
が
優
先
す
る
か
は
圧
倒
的
に
「
父

親
」
を
あ
げ
、
次
い
で
「
話
し
合
う
」

「
母
親
」
の
順
に
な
っ
て
い
る
口
家

庭
で
の
父
親
は
健
在
で
あ
る
こ
と
が

伺
わ
れ
る
。

マ
子
供
の
体
罰

子
供
の
体
罰
で
は
ぷ
つ
こ
と
が
あ

る
と
答
え
た
親
は
五
割
強
。
父
親
よ

り
も
母
親
の
方
が
若
干
数
字
が
高
い
。

ま
た
、
理
由
は
「
口
だ
け
で
き
か

な
い
」
が
ト
ッ
プ
、
次
い
で
「
体
で

お
ぼ
え
さ
せ
る
」
「
つ
い
手
が
出
る
」

の
順
に
な
っ
て
い
る

D

マ
親
子
の
対
話

一
日
の
出
来
事
に
つ
い
て
親
と
子

の
話
し
合
い
は
、

ρ母
日
し
て
い
る
」

が
全
体
の
三
割
強
。
「
時
々
す
る
」

を
合
わ
せ
る
と
ほ
と
ん
ど
の
親
が
し

て
い
る
。

ま
た
、
子
供
の
見
た
テ
レ
ピ
番
組

の
内
容
に
つ
い
て
の
親
子
の
話
し
合

い
は
、
「
時
々
は
す
る
L

と
答
え
た

親
が
約
七
割
で
、
「
全
然
し
な
い
」

親
も
二
割
強
に
な
っ
て
い
る
。

マ
家
事
の
手
伝
い

子
供
に
家
事
の
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
る
親
は
、
市
決
め
て
さ
せ
て
い
る
」

が
約
四
割
。
「
時
々
さ
せ
る
」
が
五

割
で
「
ほ
と
ん
ど
さ
せ
な
い
」
も
一

割
近
い
数
字
が
で
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
自
営
業
の
家
庭
が
減
っ
て

い
て
、
手
伝
い
を
さ
せ
る
機
会
も
少

な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

マ
子
供
へ
の
注
意

日
ご
ろ
子
供
に
対
し
て
ど
ん
な
こ

と
で
注
意
を
す
る
か
は
、
父
親
、
母

親
共
そ
ろ
っ
て
一
番
目
に
「
勉
強
」

を
あ
げ
て
い
る
。
次
い
で
「
整
理
・

整
と
ん
」
「
礼
儀
作
法
」
「
友
達
」

の
順
に
な
っ
て
い
る

D

そ
の
ほ
か
、

起
床
時
間
や
就
寝
時
間
に
つ
い
て
も

一
割
近
い
親
が
注
意
を
し
て
い
る
。

マ
子
供
に
対
す
る

心

配

事

子
供
の
こ
と
で
今
一
番
心
配
し
て

い
る
こ
と
は
、
父
親
が
コ
字
力
」
二

八
%
、
「
進
学
」
二
七
%
、
健
康
」

一
九
%
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

比
率
に
差
位
は
あ
る
も
の
の
母
親
も

同
様
に
「
学
力
」
「
進
学
」
健
康
」
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に
な
っ
て
い
る
。
「
学
力
」
逗
学
」

が
過
半
数
以
上
を
占
め
て
い
・
る
。

マ
子
供
の
進
学

進
学
に
つ
い
て
は
約
六
割
が
高
校

卒
ま
で
、
約
二
割
の
父
兄
は
大
学
卒

ま
で
考
え
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
親
が

子
供
に
勺
将
来
就
か
せ
た
い
職
業
を

持
っ
て
い
る
か
」
に
、
約
四
割
が
「
持

っ
て
い
る
」
と
答
え
、
残
り
六
割
は

子
供
の
自
主
性
に
ま
か
せ
る
と
し
で

い
る
。マ

「
家
庭
の
日
」
に

つ

い

て

山 11111111111111

約
八
割
強
の
親
が
「
知
っ
て
い
る
」

「
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
と
答
え
て

い
る
が
、
実
施
し
て
い
る
か
の
問
い

に
は
一
四
%
と
低
い
数
字
と
な
っ
て

い
る
。
実
施
し
て
い
る
内
容
は
、
話

し
合
い
、
外
食
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が

主
な
も
の

D

学

校

生

活

意

外

と

多

い

体

罰

肯

定

派

マ
生
活
指
導

生
活
指
導
の
点
で
男
の
先
生
と
女

の
先
生
の
ど
ち
ら
を
望
む
か
に
、
父

親
の
方
は
「
男
の
先
生
に
」
母
親
は

「
女
の
先
生
に
」
の
考
え
が
若
干
高
い
。

ま
た
、
先
生
の
居
住
地
区
に
つ
い

て
は
「
村
内
」
の
声
は
約
四
割
、
戸
」

ち
ら
で
も
か
ま
わ
な
い
」
が
六
割
で

予
想
と
く
い
違
い
を
み
せ
て
い
る
口

マ
先
生
の
体
罰

最
近
、
と
り
だ
た
さ
れ
て
い
る
先

生
の
体
罰
に
つ
い
て
は
、
母
親
は
、

「
あ
る
程
度
は
よ
い
」
が
五
七
%
、

積
極
派
の
「
も
っ
と
加
え
て
ほ
し
い
」

が
一
四
%
で
、
父
親
で
は
さ
ら
に
積

極
派
が
増
え
て
い
る
。

マ
先
生
の

イ
メ
ー
ジ

先
生
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
父
兄

は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
抱
い
て
い
る

の
か

i
l第
一
位
は
「
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
的
」
、
次
い
で
「
厳
し
い
」
「
良

き
相
談
者
」
「
や
さ
し
い
」
「
信
頼

で
き
る
人
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

マ
学
校
施
設
に
対

す
る
満
足
度

現
在
、
使
用
し
て
い
る
学
校
内
の

施
設
に
対
す
る
満
足
度
は
、
五
割
強

が
「
良
い
」
。
「
改
善
す
る
と
こ
ろ
が

あ
る
」
と
答
え
た
父
兄
は
四
割
弱
で

中
学
校
(
老
朽
化
)
の
改
築
を
強
く

望
ん
で
い
る
。
次
い
で
体
育
館
、
ト

イ
レ
に
つ
い
て
も
改
築
、
修
理
の
声

が
出
て
い
る
。

青
少
年
の

健
全
育
成

子
供
の
将
来
像

連
帯
感
が
ト
ッ
プ

マ
村
の
環
境

「
子
供
を
育
て
る
の
に
良
い
環
境

だ
と
思
い
ま
す
か
」
に
、
「
恵
ま
れ

て
い
る
¥
「
だ
い
た
い
良
い
」
を
合

わ
せ
る
と
六
割
を
越
え
て
い
る
。
主

な
理
由
と
し
て
は
、
恵
ま
れ
た
自
然

ゃ
ま
だ
都
市
化
さ
れ
な
い
人
間
関
係

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る

D

マ
非
行
の
原
因

青
少
年
の
非
行
の
原
因
に
つ
い
て

母
親
、
父
親
と
も
、
ま
ず
第
一
番
に

「
悪
い
家
庭
環
境
」
そ
し
て
「
友
達
」

「
テ
レ
ピ
」
「
過
保
護
」
の
順
に
影

響
が
大
き
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
「非

行
を
見
た
ら
ど
う
す
る
か
」
の
聞
い

に
対
し
、
約
半
数
は
「
注
意
す
る
」

と
答
え
、
「
関
係
機
関
に
連
絡
す
る
」

は
三
割
近
く
で
、
「
見
過
ご
す
」
と
答

え
た
保
護
者
も
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
。

マ
子
供
に
対
す
る

将

来

像

「
子
供
が
将
来
ど
の
よ
う
な
人
に
な

っ
て
ほ
し
い
か
」
は
、
父
親
・
母
親

と
も
「
連
帯
感
の
あ
る
人
」
、
「
社
会

の
変
化
に
対
応
で
き
る
人
」
「
創
造

力
豊
か
な
人
」
の
順
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
自
分
の
子
供
時
代
と
現
代

の
子
供
の
性
格
の
違
い
は
、
「
忍
耐

力
が
な
い
」
「
利
己
的
」
、
「
物
を
粗

末
に
す
る
」
「
思
い
や
り
が
な
い
」

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

マ
村
民
会
議

子
供
た
ち
の
聞
で
知
名
度
が
低
か

っ
た
村
民
会
議
は
、
約
三
割
の
保
護

者
が
「
知
ら
な
い
」
。
さ
ら
に
下
部
組

織
で
あ
る
区
推
進
協
議
会
に
な
る
と

「
知
ら
な
い
」
が
四
割
に
増
え
て
い

る
。
今
後
の
活
動
等
に
お
い
て
、
王
旨

普
及
が
望
ま
れ
る
。

マ
今
後
の
活
動
に

望
む
も
の

今
後
の
育
成
活
動
と
し
て
取
り
入

れ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
は
、
「
親
子
の

ふ
れ
あ
い
活
動
・
行
事
」
「
奉
仕
活

動
」
「
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
」
「
親
子
の
対
話
の
場
を
つ
く

る
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
「
目
立
っ
た
活
動
が
な

い
の
で
も
っ
と
積
極
的
に
¥
「
村
民

総
ぐ
る
み
の
姿
勢
を
と
っ
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
意
見
や
要
望
が
出
て
い
る
。



11川1.1川川11川11川1

選
ぶ
昌
一
斜
地
先
ヲ

τく
も
リ
の
か
ゆ
い
政
治

象
@
参
舟
一
由
選
挙

11川川11川11日川川11

年
前

衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
が
七
月
六
日
に
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
選
挙
は
、
卯
年
代
に
向

け
て
、
私
た
ち
有
権
者
の
代
表
を
選

び
、
わ
が
国
の
政
治
を
託
す
大
切
な

選
挙
で
す
。
棄
権
し
な
い
で
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

今
回
、
投
票
の
で
き
る
人
は
、

住

所
要
件
と
し
て
、
昭
和
六
十
一
年
三

月
二
十
日
ま
で
に
玉
川
村
に
転
入
し

た
人
。
ま
た
、
年
齢
要
件
で
は
昭
和 時

4
y
年
後
A
W
時

四
十

一
年
七
月
七
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
選
挙
は
、
衆
議
院
、
国
民
審

査
、
参
議
院
選
挙
区
、
参
議
院
比
例

代
表
、

の
四
種
類
の
選
挙
を

一
度
に

行
い
ま
す
。
投
票
の
順
序
等
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
衆
議
院
議
員
総
選
挙

用
紙
の
色

1
自
茶
色

②
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

用
紙
の
色
H
H
あ
さ
ぎ
色

い

水

色

)

③
参
議
院
福
島
県
選
出
議
員
選
挙

用
紙
の
色

1
薄
黄
色

④
参
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
選

挙

用
紙
の
色
H
H
白
色

参
議
院
選
挙

投
票
用
紙
の
書
き
方

*
参
議
院
福
島
県
選
出
議
員
選
挙

投
票
用
紙
に
は

候
補
者
の
な
ま
え
を
書

い
て
く
、だ
さ
い
。

品
作
参
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

投
票
用
紙
に
は
、

政
党
名
・
そ
の
他
の
政

治
団
体
の
名
称
を
書
い

て
く
だ
さ
い
。

投
票
所
の
記
載
所
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
氏
名
等
を
掲
示
し
ま
す
。
ま
た
、

投
票
用
紙
を
交
付
す
る
際
に
説
明
し

ま
す
の
で
、
間
違
わ
な
い
で
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

パーソントリップ調査

パーソントリップ調査は、総合

的な都市交通計画を策定するため

に行う調査てす。

福島空港、テクノポリス構想な

どにより、今後ますます発展が期

待される郡山市を中心とする郡山

都市圏において、 61年度から63年
度までの 3ヶ年計画て実施するも

のてす。
61年度......実態調査

62年度・…・集計、解析

63年度...・ ・・総合都市交通計画

「パーソントリップ調査とはJ

交通の主体である「人(パーソ

ン)の動き(トリップ)..1を把握す

ることを目的として、その内容は、

とのような入管、とこ廿ら、とこ

へ、どのような呂的て、どのよう

な交通手段て、どの時間帯に動い

たか、を調査日の全ての動き

べるものです。これをもとに、 郡

山都市圏の将来の交通計商を策定

することになります。

「調査について」

調査は、郡山市・須賀川市・

石町・本宮町・三春町・船引町・

長沼町・玉川村・岩瀬村の 2市5
町2村の抽出された 5歳以上の約

4万5千人(1万4千世帯)が対

象となります。

調査は、 9月から10用にかけて

調査員が家庭を訪問し、調査をお

願いし、後日再訪問し調査票を自

収するものです。

尚、質問、意見等は、福島県土

木部都市計画課郡山都市圏総合都

市交通調査駐在員室fi0249-24-
2107か役場企画課に連絡して下さ

ζ協力ください

農薬は毒物です

慎重に

い
よ
い
よ
梅
雨
期
に
入
り
、

病
害
虫
の
発
生
が
予
想
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
農
家
の
み
な
さ
ん
は

農
薬
を
使
う
機
会
が
多
く
な
っ

て
き
ま
す
。

そ
の
際
は
、
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
す
る
と
と
も
に
次
の

点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
散
布
作
業
に
は
必
ず
マ
ス
ク

と
体
を
す
っ
ぽ
り
覆
う
防
除
衣

を
着
用
す
る
。

・
朝
夕
の
涼
し
い
時
間
を
選
び
、

一
一
}
{
三
時
間
で
交
替
す
る
。

・
作
業
前
日
及
び
作
業
後
は
飲

酒
、
夜
ふ
か
し
を
し
な
い

0

・
散
布
後
は
、
う
が
い
と
洗
眼

を
し
、
全
身
を
石
け
ん
で
き
れ

い
に
洗
い
流
す
。

・
未
使
用
の
農
薬
や
使
い
残
し

の
農
薬
は
完
全
に
密
封
し
て
、

子
供
の
手
の
届
か
な
い
冷
暗
所

に
カ
ギ
を
か
け
て
保
管
し
、
清

涼
飲
料
水
の
容
器
等
に
は
移
し

替
え
な
い
口
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七
月
は
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
月
間

今
年
の
四
月
か
ら
、
従
来
の

m
d

献
血
に
加
え
て
制
凶
献
血
と
成
分
献

血
を
希
望
者
に
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

制

M
献
血
で
も
安
心
で
す

私
た
ち
の
体
内
を
流
れ
て
い
る
血

液
の
量
は
、
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、

男
性
は
体
重
一
切
に
つ
き
約

m
d、

女
性
は
均
泌
で
す
。
体
重
切
ぬ
の
男

性
で
は
州
説
、
女
性
で
は
間
耐
の
血

液
量
と
な
り
ま
す
。

体
内
の
血
液
量
の
お
%
以
内
(
男

側
J

郎
、
女
別
凶
)
が
失
わ
れ
で
も
医

学
的
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す

か
ら
仰
泌
の
献
血
も
健
康
や
日
常
生

活
に
差
し
さ
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

よ
り
よ
い
輸
血
の
た
め
に

病
気
の
治
療
に

m
d
の
輪
血
を
必

要
と
す
る
場
合
、

m

d
で
は

6
人
分

の
血
液
が
い
り
ま
す
。
山
山
凶
献
血
で

は
3
人
分
の
血
液
で
間
に
合
い
ま
す
。

肝
炎
な
ど
の
輸
血
に
よ
る
病
気
の

感
染
や
そ
の
他
の
輸
血
副
作
用
を
大

幅
に
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

制
M
の
献
血
は
、
輸
血
の
効
果
と
安

全
性
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

従
来
の

m
d献
血
と
同
様
に
、
新

し
い
献
血
に
も
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
献
血
車
い
ず
み
号
が

7
月

刊

ω
日
(
丹
)
に
来
村
し
ま
す
。
あ
な
た

の
善
意
を
わ
待
ち
し
て
い
ま
す
。

献血基準

400 m.Q 

・年齢は満18歳~満64歳
.体重は男女共50旬以上

.献血間隔は男子3か月

女子4か月

200 m.Q 
.年齢は満16歳~満64歳
・体重は男45kg、女40kgを

超える人

・献血間隔は男女共最低 1か月
:;.... 

・ー、. ~ : 

不
正
大
麻
・
け
し

撲
滅
運
動
月
間

大
麻
や
け
し
に
関
係
し
た
事

件
が
あ
い
つ
い
で
い
ま
す
ロ
六

月
・
七
月
の
二
カ
月
間
は
不
正

大
麻
、
け
し
撲
滅
運
動
月
間
で
す
。

野
生
、
自
生
及
び
不
正
に
栽

培
さ
れ
て
い
る
大
麻
・
け
し
を

発
克
し
た
と
き
は
保
健
所
か
警

察
等
に
通
報
を
。

植
え
て
悪
い
「
け
し
」
の
特
徴

.
葉
は
全
体
に
茎
の
上
の
方
ま

で
つ
い
て
い
る

0

・
棄
は
大
き
く
長
楕
円
形
で
ま

わ
り
の
切
れ
込
み
が
浅
い

0

.
茎
の
上
の
方
か
ら
出
て
い
る

葉
は
心
臓
形
で
あ
る
。

・
葉
は
無
柄
で
、
つ
け
根
が
茎

を
抱
き
込
ん
で
い
る
。

・
茎
は
太
く
、
し
っ
か
り
し
て

も
い
る

0

・
無
毛
で
、

少
い
。

あ
っ
て
も
極
め
て

こ
ろ
ん
で
も
起
き
て
走
っ
て
テ

l
プ
ま
で

七
月
は
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
る

全
国
強
調
月
間
で
す
。
ま
た
七
月
十

四
日
か
ら
こ

O
日
ま
で
は
特
別
少
年

し

昭
和
六
十
年
は
村
の
歴
史
解
明
に

と
っ
て
非
常
に
意
義
深
い
年
で
し
た
。

六
年
前
に
玉
川
村
史
が
発
刊
さ
れ
て

ひ
と
先
づ
村
の
歴
史
が
解
明
し
終
え

た
と
思
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

大
間
違
い
で
し
た
。

実
は
、
村
史
の
発
刊
を
契
機
と
し

て
玉
川
村
郷
土
史
研
究
会
が
創
設
さ

れ
、
そ
の
会
員
の
骨
折
り
に
よ
っ
て

次
の
よ
う
な
貴
重
な
資
料
が
次
々
と

見
い
出
さ
れ
た
の
で
す
。

そ
の
資
料
の
一
つ
に
咋
年
の
春
、

約
三
十
年
ぶ
り
で
待
望
の
首
藤
石
川

文
書
が
見
つ
か
り
、
今
年
三
月
三
十

一
日
付
で
福
島
県
重
要
文
化
財
の
指

定
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
石
川
公
に
あ
て
た
近
隣

諸
公
、
芦
名
、
田
村
、
岩
城
、
そ
の

外
の
大
名
の
中
世
書
翰
文
三
十
四
通

と
し
て
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
江
戸
時
代
中
期
、
山
小
屋

村
と
南
北
両
須
釜
村
と
の
境
界
論
争

に
対
す
る
江
戸
幕
府
評
定
所
の
判
決

文
が
南
須
釜
公
民
館
で
発
見
さ
れ
、

南
須
釜
区
長
よ
り
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

相
談
週
間
で
す
。
子
供
の
非
行
な
ど

で
悩
み
の
あ
る
方
は
石
川
響
察
署
防

犯
係
ま
で
。
(
合
二
六

l
一
二
九
二

村
のこ

れ
は
、
村
史
執
筆
当
時
は
不
明
で

あ
っ
た
も
の
で
す
。

次
は
、
玉
川
村
史
に
は
四
辻
新
田

が
書
い
て
な
い
、
と
不
評
を
買
い
ま

し
た
が
、
昨
年
秋
大
栗
在
住
の
須
田

宮
司
所
蔵
文
書
か
ら
四
辻
新
田
村
の

資
料
を
見
い
出
し
、
つ
い
で
一
ノ
関
、

狸
森
、
須
賀
川
市
中
福
、
須
賀
川
市

史
な
ど
の
資
料
に
よ
っ
て
四
辻
新
田

村
の
解
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

も
大
き
な
評
価
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
嘉
永
年
間
新
設
の
多

胡
藩
飛
び
領
と
な
っ
た
中
、
蒜
生
、

中
川
辺
、
吉
、
曲
木
と
代
官
所
々
在

地
だ
っ
た
双
葉
郡
富
岡
町
上
郡
山
と

の
資
料
交
換
が
で
き
た
こ
と
で
す

D

以
上
の
こ
と
は
、
い
ず
れ
年
内
に

玉
川
村
史
追
録
と
し
て
詳
細
を
お
知

ら
せ
で
き
る
よ
う
に
と
目
下
原
稿
執

筆
中
で
す
。

尚
、
最
近
古
文
書
や
物
件
が
見
つ

か
っ
た
話
も
チ
ラ
ホ
ラ
聞
き
ま
す
。

早
速
お
知
ら
せ
下
さ
る
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

(
社
会
福
祉
協
議
会

岩

/.、
'0-
、、-〆
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技
大
会

ス
ル

バソ
レフ
!ト

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
予
選
と
し

て
行
わ
れ
る
村
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
大
会
が
六
月

八
日
、
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

出
場
チ
!
ム
は
そ
れ
ぞ
れ
十
一
チ

ー
ム
が y

l
d
}
 

力強い選手宣誓で試合開始

ー
ム
。
ど
の
チ

l
ム
も
こ
の
日
の
た

め
に
練
習
を
積
ん
で
き
た
だ
け
に
熱

戦
を
展
開
し
ま
し
た
。
日
ご
ろ
あ
ま
り

ス
ポ
ー
ツ
に
は
縁
の
な
い
お
父

f

さ
ん
、

お
母
さ
ん
が
こ
の
日
ば
か
り
は
大
ハ

ッ
ス
ル
。
フ
ア
イ
!ン
プ
レ
ー
や
.
珍
プ

レ
ー
も
続
出
し
、
会
場
を
湧
か
せ
ま

し
た
。

ま
た
、
会
場
に
は
区
長
さ
ん
を
は

ビ
め
、
区
役
員
の
方
や
子
供
た
ち
も

応
援
に
か
け
つ
け
、
盛
ん
な
声
援

を
お
く
つ
て
い
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
も
中
チ
!
ム
が
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
口

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優

勝

中

チ

l
ム

準

優

勝

小

高

チ

l
ム

三

位

岩

法

寺

チ

i
ム
・
川
辺
チ

ー
ム

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優

勝

中

チ

i
ム

準
優
勝
南
須
釜
チ

l
ム

三

位

小

高

チ

l
ム

ソ
フ
ト
ボ

ル

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

高林康子さん

婦
人
学
級

好
調
な
ス
タ
ー
ト

優勝が決った瞬間(家庭バレーボール)

昭
和
六
十
一
年
度
婦
人
学
級
が
六

月
十
三
日
、
七
十
余
名
の
出
席
者
で

好
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

三
吉
館
長
の
開
講
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
学
習
主
題
の
レ
ク
ダ
ン
ス
の
講

習
に
入
り
ま
し
た
。

講
師
は
郡
山
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
協

会
長
の
滝
田
先
生
。
先
生
の
適
切
な

指
導
で
、
参
加
者
は
メ
キ
メ
キ
上
達
。

楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
第
一
回
の

婦
人
学
級
を
無
事
終
了
し
、
須
釜
地

区
で
は
伝
達
講
習
を
行
い
、
そ
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。

高林邦男さん

昨
年
は
準
優
勝
だ
っ
た
の
で

N

今

年
こ
そ
は
ο

の
意
気
込
み
で
練
習
に

励
ん
で
き
ま
し
た
が
、
そ
の
と
お
り

の
結
果
と
な
り
、
感
激
も
ひ
と
し
お

で
す
。
優
勝
で
き
た
の
も
投
手
を
中

心
に
守
り
を
固
く
し
、
選
手
の
特
長

を
生
か
し
た
試
合
運
び
で
一
戦
一
戦

優
勝
で
き

H

嬉
し
い
ο

の
一
一
吉
で
す
。

チ
i
ム
の
み
ん
な
が
一
丸
と
な
っ
て

本
当
に
よ
く
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今

回
の
試
合
は
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
十
二
分
に
発
揮
で
き
、
満
足
の
い

く
も
の
と
な
り
ま
し
た
口
と
同
時
に
何

事
に
も
力
を
出
し
、
み
ん
な
で
頑
張

を
大
事
に
戦
っ
た
お
蔭
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
区
長
さ
ん
や
区
役

員
の
み
な
さ
ん
の
力
強
い
応
援
が
あ

っ
た
こ
と
も
大
き
な
励
み
と
な
り
ま

し
た
。
今
度
は
郡
大
会
で
す
。
上
位

を
目
指
し
、
チ

i
ム
が
一
丸
と
な
っ

て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

れ
ば
素
晴
ら
し
い
成
績
が
生
ま
れ
る

こ
と
を
痛
切
に
感
ピ
と
り
ま
し
た
。

区
長
さ
ん
は
じ
め
、
婦
人
会
や
地

区
の
み
な
さ
ん
の
力
強
い
ご
声
援
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
郡
大

会
で
も
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

さ
ら
に
練
習
を
重
ね
頑
張
り
ま
す
。
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農
業
者
の

老
後
安
定
に

「
農
業
者
に
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
並

み
の
年
金
を
」
と
い
う
強
い
要
望
に

応
え
、
農
業
者
の
老
後
の
安
定
を
図

り
、
農
業
経
営
の
若
返
り
ゃ
経
営
規

模
の
拡
大
を
促
進
す
る
と
い
う
自
的

を
も
っ
て
昭
和
四
十
六
年
に
発
足
し

ま
し
た
。

川 11

母
親
の
中
に
は
、
夕
方
早
く
帰

宅
し
日
曜
日
は
い
う
ま
で
も
な
く

平
日
で
も
、
子
供
と
よ
く
遊
ん
で

く
れ
る
父
親
が
い
い
父
親
だ
と
思

っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
自
分
た

ち
の
子
供
だ
か
ら
、
育
児
は
二
人

の
親
が
平
等
に
時
間
を
割
く
べ
き

だ
と
主
張
す
る
人
も
い
ま
す
。

家
公

ど
ん
な
人
が
加
入
で
き
る
か

一
、
当
然
加
入
者
(
自
分
名
儀
の
農

地
が
五

0
ア
ー
ル
以
上
の
経
営
主
)

二
、
任
意
加
入
者
(
農
地
三

0
ア
ー

ル
以
上
、
五

0
ア
ー
ル
未
満
の
経
営

主
や
農
業
生
産
法
人
の
構
成
員
、
ま

た
は
後
継
者
)
と
二
つ
の
加
入
資
格

が
あ
り
、
い
ず
れ
も
国
民
年
金
の
加

入
者
で
原
則
と
し
て
六

O
歳
に
達
す

る
ま
で
に
被
保
険
者
期
間
(
保
険
料

を
納
め
る
期
間
)
が
一
一

O
年
以
上
あ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

経
営
移
譲
年
金
と

老
齢
年
金
の
ニ
つ
が
あ
り
ま
す

〈〉六

O
歳
か
ら
は
経
営
移
譲
年
金

農
業
者
年
金
は
農
業
構
造
政
策
を

② 

多

忙

な

父

親

東
京
都
立
大
学
教
授

詫

摩

武

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
聞
く
と
、
子

供
が
好
き
な
の
に
仕
事
に
追
わ
れ
て

自
宅
に
い
る
時
間
が
少
な
い
父
親
は

悲
し
く
な
り
ま
す
。
な
か
に
は
罪
責

感
に
と
ら
わ
れ
る
人
も
い
ま
す
。

男
性
の
生
涯
で
三
十
代
・
四
十
代

と
い
う
の
は
最
も
活
力
に
あ
ふ
れ
た

充
実
し
た
時
期
で
す
。
仕
事
の
上
で

推
進
す
る
た
め
の
政
策
年
金
で
す
か

ら
、
そ
の
目
的
に
そ
っ
て
経
営
移
譲

を
行
い
、
農
業
経
営
の
若
返
り
ゃ
経

営
規
模
の
拡
大
に
寄
与
し
た
場
合
は
、

六

O
歳
か
ら
六
四
歳
ま
で
高
額
の
経

営
移
譲
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

〈
〉
六
五
歳
以
上
は
農
業
者
老
齢
年
金

六
五
歳
に
な
り
ま
す
と
、
農
業
者

年
金
の
加
入
者
に
は
国
民
年
金
と
あ

わ
せ
農
業
者
老
齢
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
経
営
移
譲
を
し
て

い
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ま
で
支
給
さ

れ
て
い
た
経
営
移
譲
年
金
の
十
分
の

一
の
年
金
額
が
さ
ら
に
上
乗
せ
さ
れ

て
支
給
さ
れ
ま
す

D

し
た
が
っ
て
、

農
業
者
年
金
の
加
入
者
は
、
経
営
移

譲
を
行
う
こ
と
が
年
金
受
給
の
た
め

1:角
五久

も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な

り
、
仕
事
そ
の
も
の
に
生
き
が
い
を

見
い
だ
す
よ
う
に
も
な
り
ま
す
。
こ

の
年
代
の
時
に
毎
晩
六
時
過
ぎ
に
は

帰
宅
し
て
い
る
父
親
よ
り
も
、
と
き

に
は
深
夜
に
な
っ
て
か
ら
で
な
い
と

帰
っ
て
こ
な
い
父
親
の
ほ
う
が
、
職

業
を
も
っ
男
性
と
し
て
は
頼
も
し
く
、

ま
た
発
展
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
患
い
ま
す
。

い
つ
も
残
業
を
し
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
親
し
い
仲
間
と
飲

ん
だ
り
遊
ん
だ
り
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
異
論
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
壮
年
期
の
男
性
に
は
こ
の

老
齢
年
金
受
給
者
は

「
現
況
届
」
を

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
・
通
算
老

齢
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
、
引
き

続
い
て
年
金
を
受
け
る
た
め
、
毎
年

誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
「
受
給
権
者

現
況
届
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
現
況
届
の
用
紙
は
、
提

出
時
期
の
お
よ
そ
一
カ
月
前
に
社
会

総
1

1

1

1

1

1

l

i

l

i

-

-

に
は
重
要
で
す
。

詳
し
く
は
事
務
局
に
和
問
合
せ
下

よ
う
な
時
間
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
父
親
が
子
供
の
こ
と
に
全
く

無
関
心
で
あ
る
な
ら
、
多
忙
だ
と
い

う
の
は
逃
げ
口
上
で
す
。
し
か
し
、

早
く
帰
宅
を
し
て
子
供
の
顔
が
見
た

い
の
に
そ
れ
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
父
と
子
供
の
接
触
は
量
よ

り
質
が
大
事
で
す
。
い
つ
も
自
宅
に

い
る
が
不
機
嫌
な
父
親
よ
り
も
、
た

ま
に
し
か
い
な
い
が
そ
の
と
き
は
上

機
嫌
な
父
親
の
ほ
う
が
よ
ほ
ど
い
い

影
響
を
子
供
に
与
え
ま
す

D

平
日
が

多
忙
な
父
親
は
、
休
日
に
十
分
子
供

と
遊
ん
で
く
だ
さ
い
。

子
供
は
自
分
の
父
親
に
つ
い
て
あ

お

保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

必
要
な
事
柄
を
記
入
の
う
え
役
場
で

証
明
を
う
け
、
社
会
保
険
庁
へ
提
出

(
返
送
)
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
現
況
届
は
、
年
金
受
給
権
者

の
生
存
の
確
認
を
す
る
た
め
の
も
の

で
、
提
出
を
忘
れ
ま
す
と
年
金
の
支

給
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
、だ
さ
い
。

な
お
、
提
出
時
期
に
な
っ
て
も
用

紙
が
届
か
な
い
と
き
は
、
役
場
住
民

課
ま
た
は
支
所
窓
口
に
用
紙
が
あ
り

ま
す
の
で
申
し
出
て
く
、
だ
さ
い
。

さ
い
。

(
岱
五
七

i
二
二

O
一
内
線
四
三
)

る
印
象
を
つ
く
り
、
こ
ん
な
人
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
父
親
か

ら
直
接
得
た
印
象
だ
け
で
な
く
、

父
親
の
不
在
の
折
に
母
親
が
子
供

に
夫
の
こ
と
を
ど
う
話
す
か
に
よ

っ
て
、
著
し
く
左
右
さ
れ
ま
す
。

自
分
の
夫
の
こ
と
を
子
供
に
悪
く

一
言
う
母
親
の
も
と
で
、
い
い
家
庭

教
育
を
期
待
す
る
の
は
難
し
い
こ

と
な
の
で
す
。

お
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緑
の
オ
ー
ナ
ー

森
林
づ
く
り
に

あ
な
た
の
参
加
を

"川l削111附s

石
川
営
林
署
で
は
、
古
殿
町
の
国

有
林
の
一
部
(一ス
ギ
造
林
地
・
林
令

二
十
五
年
生
)
を
六
月
十
八
日
か
ら

八
月
十
日
ま
で

一一
般
公
募
し
ま
す。

緑
の
オ
ー
ナ
ー
(
分
収
育
林
契
約

者
)
に
な
る
に
は
、
一
口
当
た
り
五

十
万
円
の
負
担
金
と
若
干
の
手
数
料

が
必
要
で
す
が
、
年
齢
に
制
限
な
く
、

個
人
・
団
体
・
法
人
な
ど
誰
で
も
参

加
申
し
込
み
が
出
来
ま
す
。

な
お
、
七
月
二
十
一
日
に
営
林
署

の
車
で
現
地
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

(
集
合
場
所
・
磐
城
石
川
駅
・
十
二

時
十
分
)
森
林
浴
で
も
楽
し
む
気
持

ち
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
口

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
石
川

営
林
署
庶
務
課
(
2
0
2
4
7
1
m
l

2
1
3
1
)
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

す

う

ま

と

い
で

ざ
め
こ

お生誕お

(5月届出分)

税
務
職
員
を
募
集

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

人
事
院
が
実
施
す
る
国
家
公
務
員

採
用
皿
種
試
験
(
税
務
)
に
合
格
し
た

者
の
中
か
ら
採
用
さ
れ
ま
す
が
、
採

用
試
験
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

*
受
験
資
格

保護者名

善勝

幸太郎

三治

長栄

康徳

重審

{ 自夫

正利

直

出生児氏名

小 針 清 香

矢吹 fj也

岡部さくら

遠 藤 奈 美

小針聖子

佐 藤 被 大

大和田章人

大越ゐゆみ

塩田孝典

区

辺

高

中
八
日
町

ク
中

竜

南須釜

四辻新田

// 

地

)11 

昭
和
位
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

制
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者。

*
受
験
申
込

7
月
9
日
(
水
)
か
ら
7
月
日
日

(
水
)
ま
で
に
人
事
院
東
北
事
務
局

へ
。
(
干
鮒
仙
台
市
本
町
三
丁
目

一
一
ノ
二
三
仙
台
第
二
合
同
庁
舎
)

そ
の
他
、
申
込
用
紙
の
請
求
な
ど

詳
し
い
こ
と
は
、
人
事
院
東
北
事
務

局
ま
た
は
最
寄
り
の
税
務
署
の
総
務

課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

1，551戸 (+4) 

7，511人(十 5) 

3，720人(+2) 

3，791人(十 3) 

村のようす
(61年6月1日現在)

品
回
目

H
2
g おくやみ

申し上げます
(5月届出分)

死亡者氏名年令世帯主名

坂本イツ 78 佐市

大竹岩毒 76 寿雄

石井元虞 65 清 蔵

小林ツル 69 松男

須釜トヨ 72 泰治

士也 区

川 辺

岩法寺

竜崎

。

吉

中
元
資
金
は

国
民
金
融
公
庫
で

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
た
だ
今
中

元
資
金
の
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
元
商
戦
に
備
え
た
商
品
仕
入
資

金
・
ボ
ー
ナ
ス
や
諸
経
費
の
支
払
資

金
等
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
み
は
国
民
金
融
公
庫
郡
山
支

庖
の
ほ
か
、
商
工
会
議
所
・
商
工
会

で
も
取
扱
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
支
庖
の
窓
口
で
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

(
8
0
2
4
9
1
お
1
7
1
4
0
)

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

左
記
の
方
か
ら
社
会
福
祉
活
動
資

金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

@
川
辺
の
矢
部
常
政
さ
ん
か
ら

三

万

円




